
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 先日、埼玉県特別支援教育課から、特別支援学校卒業後 1年以上働いている方を対象に、3 年間 

の経緯をまとめた報告（定着率調査報告）がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   これを見ると、卒業して 1 年間のうちに仕事を辞めてしまっている(離職している)人 

の割合が、毎年多くなっていることがわかります。２年目、３年目 

   また、離職理由に関しても以下のような報告があります。 

                           この２点で全体の約５２％を占めています。 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年間続けている １年以内に離職 2年間続けている ２年以内に離職 3年間続けている ３年以内に離職

平成30年３月卒業生 87.3% 12.7% 81.2% 18.8% 81.9% 18.1%

平成31年３月卒業生 84.8% 15.2% 73.2% 26.8%

令和 2年3月卒業生 81.9% 18.1%

卒業時に就職した職場を

定着率

 

越谷西特別支援学校  

松伏分校 進路指導部

R４.２.１０  
 

主な離職理由 割合

①人間関係がうまくいかなかった 26.9%

②労働意欲減退 24.6%

③能力不足 6.0%

④病気・けが 6.6%

⑤仕事があわなかった 4.2%

⑥事業の廃止・終了 1.2%

⑦勤務態度がよくなかった 7.8%

⑧障害の進行 0.0%

⑨労働条件の不満 6.0%

⑩契約期間満了 3.0%

⑪ステップアップのための転職や
訓練校への入校

13.8%

⑫その他 0.0%

コメント： 

特別支援学校在学中には、現場 

実習を通して職場の方との関わりも

作ってきています。しかし、２週間とい

う期間限定での関わりかたと、毎日

仕事をする中での関わりかたとの違

いや、学生という立場から、従業員

という立場になって仕事の厳しさを

感じ働くモチベーションが下がってし

まったのではないかと思われます。 

転職自体は悪いことではありませ

ん が、自分の課題を克服できて、            

成長のための転職となって 

ほしいですね。 



 

 

 

       後期のデュアルシステムの実習 3 回分中止となりました。 
     新型コロナウィルス感染拡大状況により、デュアルシステムの実習における残り３回 

     （１月２６日、２月９日、２月１６日）が中止となりました。前期も最後３回が中止となり 

前期、後期とも５回ずつの実施となってしまいました。 

来年度は、４か所（まつぶし緑の丘公園、Ｓ＆Ｂスパイス工業、かしのき保育園、いなげや）のうち 

１年生の時に実施していない残りの２か所に、前期、後期とも８回の実習を行う予定です。 

卒業生講演会 延期の予定です。 

     ２月当初に進路学習の一環として、本校の越谷西特別支援学校の卒業生２名に来校して 

もらい、進路を決めるにあたって、仕事についてなどのお話をして頂く予定でした。上記同様に 

感染症拡大状況に伴い、３月または次年度へ延期ということで調整しています。 

 

 

 

 

  

  

 

   厚生労働省より、「共生社会」の理想の下、企業(事業主)において、一定の基準以上の障害者 

を雇用しなければならない決まりになっています。この基準が「障害者の法定雇用率（ほうていこ 

ようりつ）」といいます。障害者の雇用数をもとに、毎年割合が改正され、雇用数は年々増えている 

ので、毎年雇用率が上がっています。最新の情報（令和 3年 3月 1 日～）では、以下のように 

なっています。 
             

これは、ある会社において、社員およびパート・アルバイトを含めた労働者が、例えば 

１０００人いた場合、その内 23 人が障害者でなければならないことを表しています。 

言い換えると、会社で４４人雇用していたら、その内 1 人は障害者雇用でなければいけない 

ことになります。この割合に達していない企業は、不足分として納付金を国へ納めなければ 

なりません。また、基準以上雇用している場合は調整金や報奨金が助成されます。 

（ただし、納付金や報奨金制度は、雇用数が１００人を超える企業のみとなっています）  

 令和３年における 

埼玉の実雇用率（実際に雇用している割合）は、 ２．３２％（全国 ２２位） 
厚生労働省 ２０２１．１２．２４発表『令和３年 障害者雇用状況の集計結果』より 

 
※注意してください※ 

障害者雇用数は企業の本社が所在する都道府県にてカウントされるので、県内の支店 

(スーパー等の各店舗や◎◎工場など)で障害者の方が多く働いていても、本社が所在 

する都道府県での数になります。埼玉県内にはそのような店舗、工場等が多く点在 

するので、働いている方は多いのですが、全国順位は下位になってしまって 

いるのです。 
  

 

      

「働く」ことに向けてのキーワード その 11 

『法定雇用率（ほうていこようりつ）』 

民間企業・・・・２．３％ 


